
（様式３） 
 

 会 議 の 要 旨 （ 議 事 録 ）  
 

会 議 の 名 称 鳥栖市社会教育委員会定例会 

開 催 日 時 
平成２９年３月２２日 

１３時３０分 
開 催 場 所 市立図書館 ２階視聴覚室 

出 席 者 数 

委員   １３名 

（欠席４名） 

事務局   ５名 

傍 聴 人 数 ０人 

議 題 

（１）生涯学習拠点としての図書館について 

・図書館（事業）の概要について 

（２）平成２９年度社会教育関係団体への助成について 

配 布 資 料 
・生涯学習拠点としての図書館について（資料） 

・平成２９年度社会教育関係団体への助成について（資料） 

所 管 課 （課名）生涯学習課        （電話番号）８５－３６９４ 

 



 

 

議 事 録 

1. 開 会 

○生涯学習課長 

  ・欠席委員の報告 

・委員交代についての報告 

 （平成２８年１２月１日付での民生委員・児童委員一斉改選

に伴う１名の交代） 

 

２．教育長あいさつ 

    

３．議  題 

○議事進行（委員長） 

 ・議事録署名人の選出 

 

議題（１）生涯学習拠点としての図書館について 

   ― 生涯学習課図書係担当から説明 ― 別紙資料 

      （図書館の施設概要、事業について） 

 

【質疑】 以下、○…委員 ●…事務局 

 

○今回、説明を聞いて図書館が書籍の貸し出しだけでなく、様々な事業

を行っていることを初めて知った。こんなにいい取り組みをされている

事を市民はあまり知らないように思う。広報活動はどういう風にされてい

るのか。 

 

●市報での記事掲載や館内、市役所庁内や、まちづくり推進センターな

ど関係する施設へのポスター張り出し等を行い周知に努めている。ま

た、図書館のホームページも随時更新し、新しい情報の提供を行って

いる。また、利用者の方の口コミなどで新しい人が行事に参加したりと

か、町コミの情報誌にも載せてもらったりすることもある。これからもこれ

らの広報を行いながら、効果的な情報提供を心がけたい。 

 

○先ほどの説明の中で、予算について触れられていたが、図書の購入

予算がだんだん削減されているとあった。図書館、蔵書の充実は、市

民の文化的な水準を高めるためには大変重要なことだと思う。削減さ

れたことでどのような影響があるのか。 

 

●特に週刊誌や、月間の雑誌について購入を控えたりしたものがある。

また、人気図書は複数購入したりしていたが、購入数を控えたり、あと

はサンメッセ鳥栖の図書コーナー等の蔵書などで調整できる部分は調

整するなど何とか工夫している。 

 

○移動図書館、とりんす号について古くなったので新しく買い替える予定

だと説明があった。あわせてこれまでの巡回コース、停まる場所の見直

しを行われるとのことだが、例えば説明にあったまちづくり推進センタ

ーなどは、高齢者になると歩いてそこまでさえ行けなかったりする。停



車場所については特に山手の地域などには配慮をお願いしたい。 

 

●これまでの巡回コースについて、検証を行い、新しい巡回コースを今

後決定していく予定。現在は全く白紙だが、より多くの利用ができるよう

まちづくり推進センターなども入れていきたいと考えている。また購入

する車両は現在よりも小さいものを予定している。その意味ではこれま

で以上小回りが利くので、教育施設や福祉施設などからの要請に応じ

て出張とかできないかなと思う。ご意見のあった山間部などについて

は、どこまで対応できるかお答えできかねるが、今後検討していきた

い。 

 

○数年前の機構改革で、図書館が文化会館と分かれて、生涯学習課の

所属になったことで、様々な生涯学習的な活動が広がったようだ。とて

も良いと思う。そういった社会教育的な視点から図書館は今後どうある

べきかお聞かせ願いたい。 

 

●職員の工夫や、関係団体、関係者の協力で現在図書館では様々な講

座や読み聞かせ、おはなし会、名誉館長の園田英樹氏の講演会など

いろんなイベントが実施できている。これらの取り組みを始め、夏休み

には小学生を対象とした夏休みわんぱく教室なども実施しており、正

に社会教育的な分野の事業を行っている。また、二階の展示ブースで

は生涯学習課文化財係により期間毎にテーマを決めて文化財の展示

を行い、日頃市民の皆さんがあまり目にすることのないような文化財の

品々を身近に観ていただく取り組みも行っている。 

図書館本来の、記録保存、蔵書、図書の貸し出しといった機能と合わ

せ、社会教育や文化財など生涯学習課の各係との連携なども推進し、

生涯学習の拠点としての図書館づくりを行ってまいりたい。 

 

○図書館の職員さんが工夫されて、いろんな取り組みをされている。例え

ばテーマを決めて関連した書籍を集めるとか、サガン鳥栖の紹介と

か。これからもあまり図書館に足を運んだことのないような市民にたくさ

ん来ていただき、本に親しんでいただけるような取り組みを外部や市民

の要望などを広く聴きながら推進をお願いしたい。 

 

●図書館ができた当時と比べ、インターネットの普及や電子図書の登場

など環境が変わってきている。変化する環境にどう対応していくか難し

い問題だが、これらへの対応を含め、まずは市民の皆さんが利用しや

すい、利用したくなる図書館づくりを心掛けてまいりたい。 

 

○議題と言いますか、本日は図書館の事業について説明を受け、各委

員より質疑応答があったわけですが、これからも多くの市民が利用し

やすい図書館となるように要望して議事を終えたいと思います。委員

の皆様、よろしいでしょうか。 

  

全会一致で異議なし 



 

議題（２）平成２９年度社会教育関係団体への助成について 

生涯学習課担当より、社会教育関係団体等育成補助金交付要綱に

基づき、平成２９年度についても市内社会教育５団体（５団体）補助金

を交付する旨の提案を行った。 

 

全会一致で承認 

 

○以上により、本日の議題を全て終了。皆様のご協力に感謝する。 

 

４．連絡事項 

 生涯学習課より報告。 

 平成２９年２月１３日に佐賀県庁において平成２８年度第３回佐賀県社

会教育委員連絡協議会正副会長・理事会が開催され、持ち回りで平成２

９、２８年度の２か年間鳥栖市から監事を選出することになった。 

ついては、これまでと同様鳥栖市社会教育委員の委員長にお勤めい

ただくことを報告。 

 

 

５．閉  会 
 

 


